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本研究は，パーリ仏教学における現代仏教研究の一部分を構成するものであり，他の上座仏教圏の現状との比較に耐

えうる資料を提示することを最大の目的としている。その資料を元にして，僧侶の社会との関わりについても分析・

考察したが，これは副次的な目的である。教義仏教と民衆仏教，大伝統と小伝統といった構造的分析は，本論では扱わ

なかった。 

 

 仏教学において，現代仏教を扱った研究は決して多くない。現代仏教を研究する意義は，前田惠學博士が主張する

「今後仏教がいかにあるべきか，未来に向けての学問的発言や提言が可能になるであろう」 ということだけではなく，

文献からは読み取ることのできない世界----出家在家間の物心の交流や心的葛藤，といった形而下の世界を明らかに

することができる。さらに，現代仏教研究の成果を文献にフィードバックすることによって，より深い理解が得られ

るようになるであろう。 

 

 上座仏教徒がマジョリティを占める国々ではなく，マイノリティであるバングラデシュをフィールドとして選択し

た理由はいくつかある。まず，ベンガル地方には 2000 年以上の仏教の歴史が存在することである。さらに，このよう

に長い歴史を持っているにも関わらず，バングラデシュ仏教についてはほとんど研究されていないこと。マイノリテ

ィの仏教徒という特殊な存在を調査することによって，より客観的に仏教そのものを理解できるようになると思われ

ること。イスラム教徒が圧倒的多数を占めるバングラデシュにおいて，政府による保護をほとんど受けずに存在して

いる仏教徒であること。仏教徒が迫害を受けていると聞いたこと（実際にはかなり誇張された情報だった），などであ

る。 

 

 バングラデシュの仏教徒には，いくつかのエスニック・グループ----バルア（ベンガル人），チャクマ族，マルマ族，

ラカイン族など----があり，それぞれを別個に扱わなくてはならない。それぞれの民族ごとに（少なくとも主な民族

に関して）モノグラフを作製し，比較しなければ，「バングラデシュの仏教」を完全に理解し，論ずることはできない。

私は，この問題をふまえたうえで，周囲のイスラム教徒・ヒンドゥ教徒と同じ民族であるバルアを主要な研究対象に

選んだ。 

 

 過去にも人類学的報告はあるが，そのいくつかには明らかな誤解や，認識不足がある。本研究には，参与観察とイン

タビューによる質的データと，質問紙調査による量的データを主に用いた。これらのデータを元にして，現地の仏教

徒の状況----特にバルア仏教徒の信仰形態と社会活動----をありのままに記述した。現地調査は，1997 年６月から８

月，10 月，11 月，12 月から 98 年１月，さらに 99 年２月と，５回に分けて行った。最初の調査では，バルアの在家者

に通訳兼ガイドを依頼し，チッタゴン県ラウザン郡の農村部を中心に，できるだけ多くの村を訪ね，僧侶や，在家者の

有識者に会い，基本的な情報を集めた。それ以降は，現地の状況にも詳しい社会学者 Mr. Moazzem Hossain Nilu の

協力を得て質問紙調査の準備・実施を行い，その合間を縫ってさまざまな儀礼を観察し，徐々に現地の言葉を習得し

て，十数名の人々とラポールを築くことができた。帰国後も，日本国内に住むバルア仏教徒に会う機会を得て，細かな

情報を得ることができた。 

 

 本研究に社会福祉活動を取り上げたことは，十分にその価値があると確信している。調査を開始したころには，こ

の論文の根幹部分には関わらないトピックの一つにしかならないだろうと予測していた。しかし，調査を進めるにつ

れて，バルアと少数民族との関係を明らかにするうえで重要な意味を持つことに気付いた。寺院の機能や，僧侶の役

割，僧俗関係を知るうえでも大いに参考になった。 

 

 

２．先行研究 

 

 バングラデシュの仏教を正しく認識するためには，各民族（ベンガル人，チャクマ，マルマ，ラカインなど）をはっ

きり区別して捉える必要がある。その意味で，本研究で主に扱うベンガル人の仏教徒，すなわちバルア仏教徒につい

ても，仏教を信奉する諸々の民族グループの一つとして捉えなければならない。そしてバルアの信仰形態についても，

仏教だけではなく，視野を広げて他の宗教からの影響を分析しなければならない。バングラデシュの仏教に関する著



述は少ない。さらにその中でも信頼できる研究を残しているのは６名を数えるだけである。 

 

 ドイツの Heinz Bechert は，バルア・チャクマ・マルマ・ラカイン・トリプラの各民族がベンガルに至り，また上

座仏教徒に改宗した経緯，そして調査当時の宗派や主な宗教組織について述べている 。彼のもう一つの論文 には，

バングラデシュ仏教史の概観が述べられており，特にチャクマについて詳しい。彼の宗派についての記述は，その後

の論文に大きな影響を与えている。 

 

 カルカッタの Sukomal Chaudhuri は，自身がバルア仏教徒である。彼の著作には他のバルアの研究者と同様に，幾

分かの主観が入り込んでいる。彼は宗派について偏見を持っていることが明らかであり，しかも宗派の記述では，か

なりの部分を Bechert の論文に頼っている。しかし，現地調査には大いに役立った。儀礼については詳しく述べてあ

り，バルアが使う方言や仏教用語も，一部を除いて大変参考になった。 

 

 バングラデシュ人の研究者 Abdul Mabud Khan は，イスラム教徒である。バルアの民族性についての論文 は，バル

アの伝説・伝承を基にして論述されている。もう一つの論文 は，ポトゥアカリ県のマルマ・ラカインについての興味

深い調査研究である。 

 

 Eva Ros 始-Hockersmith の論文は，私は本論文を書き上げる４ヶ月前に手に入れた。スウェーデン語で書かれてい

て，私には読めないが英文の要約を読むだけでもすばらしい内容だということが分かる。精緻な現地調査に基づいて，

儀礼におけるヒンドゥとの関わりや，バルアのアイデンティティを人類学的に論述している。歴史認識と宗派の記述

は，Bechert の論文に頼っている。 

 

 オックスフォード大学に提出された Paola G. Tinti の博士論文論文では，歴史研究が中心である。批判的に検証

された資料が用いられており，これまでになく信頼できるものである。彼女はバングラデシュの仏教史を，東南アジ

アとの関係に注目して記述している。しかし，現在のバルアの仏教を観察することによって，アラカンや東南アジア

だけではなく，スリランカとの接点も無視できない。現地報告は，質量ともに不十分である。 

 

 愛知学院大学の Dilip Kumar Barua の博士論文の一部であるこの論文には，バルアの非仏教的信仰について詳しく

述べられている。彼はバルア仏教徒であるが，バルア自身による記述が避けられ易いこのようなテーマを取り上げた

ことに，彼の研究姿勢が表れており，大いに期待を寄せている。 

 

 

３．歴史的背景 

 

 バングラデシュという地域に限定するならば，当地に仏教が伝わったのはアショーカ王時代（BC３世紀）以前であ

る可能性があり，遅くとも AD３世紀には，何らかの仏教施設が作られていたのは確実である。玄奘の『大唐西域記』

（７世紀）には，当地の仏教の実情について詳しい記述がある。彼に記述によると，各地に数千人の僧侶がおり，僧院

では大乗仏教も小乗仏教も学ばれていたという。パーラ王朝期（８～12 世紀）は，インドにおける仏教の最後を飾っ

た密教の舞台であった。チャンドラ王朝（900～1050 年）の支配下でも仏教は保護されたが，ヒンドゥ教徒のセーナ王

朝期（1095～1225 年）から受難の時代に入る。13 世紀初頭にはムスリムが侵入し，インド仏教の歴史は暗黒時代に突

入した。多くの仏教徒（密教）が，ネパール・アッサム・アラカンなどへ逃れた。この後 1757 年までは，ベンガル地

方はムガール帝国などムスリムの統治下にあったが，チッタゴン地方は 1580 年から 1666 年までアラカン王国（上座

仏教徒）に統治されていた。この間もチッタゴン地方では，仏教（形態は不明）が生き続けていた。 

 

 1780 年代以降，ビルマに侵略されたアラカンの人々が，チッタゴン地方に流入し始めた。1826 年にはアラカンはイ

ギリスの統治下に入った。イギリス統治下における，寛容な宗教政策と，交通機関の発展，メディアの普及に加えて，

チッタゴンとアラカンの国境が解消されたことで，バルア（及びチャクマ）の宗教改革の舞台が整った。改革前のバル

アとチャクマの仏教は，現在の彼らの視点からは「堕落した」仏教として捉えられている。ラウリ（R蛍 li）と呼ばれ

る仏教僧が，動物犠牲の伴う儀礼や，ヒンドゥ神の崇拝などを行っていた。1950 年代までは存在したらしい。 

 

 1856 年から始まった改革には，アラカンの高僧サーラメーダ，ベンガル僧プンニャチャル・ダルマダル，チャクマ

女王カリンディらが大きな役割を果たした。上座仏教僧の正当な伝統である具足戒を授けたサーラメーダの下に，新

たな宗派が誕生した。その意味で，このバルアとチャクマの宗派（ションゴラジュ派）はラカインの伝統を継承してい

ることになる。一方，彼の具足戒を受けなかった僧たちは，後に別の宗派を組織した（モハストビル派）。 

 

 

４．各章の要点 

 

 序論については，すでに述べた通りである。 

 

 ［第１部］バングラデシュの上座仏教徒の概況として，まず，宗教的マイノリティである仏教徒の，地理的・社会



的・政治的・経済的現状を記した（第１章）。さらに，すでに発表した拙稿［1998b］に修正を加えて，主な民族とその

宗派について最新の状況を紹介し，過去の研究者が言及していない新発見の民族と宗派を紹介するとともに，各民族

の宗派帰属意識に基づいた新しい研究的視点を提示した（第２章）----かつてはションゴラジュ派（バルアの多数を

占める宗派）に包含されてていると考えられていた少数民族の仏教徒は，独自の宗派，もしくは同派から半ば独立し

たグループを形成していることが明らかになった。 

 

 ［第２部］ここでは，主にバルア仏教徒の宗教生活を述べた。寺院・僧団・信者組織について（第３章），出家式・

具足戒式・僧院での生活について（第４章），在家者の宗教生活・年中行事・人生儀礼について（第５章），調査者自身

が参与観察した事例を，写真を参照しながらできる限り実態に即した形で記述した。第６章では，これら以外の儀礼

について，分類・整理し，その次第・使用されるパーリ文を詳細に記述した----積まれた功徳を先祖などに廻向したこ

とを確認するための，プンニョ・ダン（pu a d 系）という作法は，ほとんど全ての儀礼で行われる。また，上座仏

教独特のパリッタ（仏教呪術，護呪）も，多くの儀礼で僧侶によって読誦される。バルアの間で行われる全ての儀礼

は，プンニョ・ダンが伴う儀礼（＝積徳儀礼）と，パリッタが伴う儀礼（＝パリッタ儀礼）いう観点から整理すると，

前者の中に後者が包含されることが分かる。 

 

 ［第３部］バルア仏教徒の特徴とも言える社会福祉活動について（第７章），バルア・コミュニティの村落組織につ

いて概説した上で，発表済み及び出稿中の拙稿［1998a, 1999a］を一部修正して，バルア仏教徒が行っているさまざま

な活動（主に児童養護施設と青年団）の事例を紹介した。社会福祉活動に関する人々の意識を分析し，上座仏教僧を類

型化して，社会福祉との関わりについて考察した----児童養護施設を始めとするさまざまな社会福祉活動が特徴的で

ある。在家のまま，普通教育を受けることなどを目的として僧院生活を送るカラガも，その一例である。政府や王族と

いったパトロンを持たないバルアにとっては，自己のコミュニティを維持するために，自ら福祉を充実させなければ

ならない。その指導的役割は僧侶が担っている場合が多いが，必ずしも在家者たちに歓迎されているわけではない。

近年では海外からの援助に頼りすぎている嫌いがある。金銭問題で危機に立たされている施設・団体もあるが，経済

的自立が達成されている小組織もある----。第８章の内容は，出稿中の拙稿［1999b］とほぼ一致する。ここでは，以

上の状況をふまえて，宗教活動と社会活動（バングラデシュ人の意識では，社会活動＝社会福祉活動）における，在家

者と僧侶の人間関係について，事例を交えて考察した。 

 

 第９章（結論）については，以下に記す。本研究の最大の目的は，バルア仏教徒の信仰と社会活動について，できる

だけ詳しいモノグラフを作製することであった。よって，結論と言えるものを導き出すのは甚だ困難であるが，ここ

では，バルアの仏教の特徴や，バルアの民族的アイデンティティ，今後の研究の展望などについて述べる。 

 

 

５．バルアの仏教 

 

 バルアの上座仏教，現在のバルア仏教は，東南アジアの伝統に基礎を置きつつも，そこにスリランカの習慣の一部

を付加している。彼らの民族性においては，ベンガル人という南アジアの伝統を受け継ぎ，宗教としては，南アジアで

生まれて東南アジアで育った上座仏教を信仰信仰し，両地域からの影響を受けている。 

 

 彼らの特徴的な習慣として，まず寺院檀徒による食事当番制があげられる。托鉢は，出家式を受けた新沙弥のため

の特別な場合や，一部の寺院で行われているのみである。一時出家の習慣は，ビルマのそれに似ている。男子は結婚前

に最低１週間は僧院生活を送らなければならない。一方で，永続出家の比丘・沙弥が還俗することは歓迎されない。女

性の出家者としては，剃髪して白衣を着て八斎戒を守るシャドゥマがいる。 

 

 ４月下旬のブッダ・プルニマ（仏誕祭），７月中旬から 10 月中旬の雨安居，雨安居開けのプラバラナ・プルニマ（自

恣祭），その後１ヶ月間に行われるカティナ衣式は，上座仏教圏に共通する年中行事である。パリッタ儀礼は，各家庭

で僧侶を招いて頻繁に行われ，これは同時に，比丘が食事の提供を受ける機会でもある。 

 

 ヒンドゥの神々へのプージャーは，バルアの間でも行われているが，徐々にすたれてきている。イスラムの聖者シ

ョット・ピール（Satya P ｴ r）も，バルア仏教徒とヒンドゥ教徒の間で信仰されている。呪医（ボイッドヨ）やブラー

ミンとの関係も，在家者にとっては重要である。彼らはヒンドゥ教徒やイスラム教徒であるが，バルア仏教徒にとっ

ては，通過儀礼や，星占い，呪術的治療のためには欠かせない存在である。言葉の面では，ほぼヒンドゥと共通してい

る。牛肉食を避けるのも，ヒンドゥの影響だと思われる。 

 

 バルアの信仰や生活にはヒンドゥ的要素が見られるが，彼らはそれをよしとせずに，徐々に排除しようとしている。

それを示す最も特徴的な例は，シボリ・プジャ（S ｴ val ｴ p 鑠戟 j である。これは，ヒンドゥ的プージャーの代替と

してだけではなく，バルアを理解するうえでも重要な意義を持っている。 

 

 

６．シボリ・プジャの意義 

 



 シボリ・プジャ は，「利得第一」と讃えられるシボリ尊者（シーヴァリー尊者 P 畦 i: S ｴ val ｴ Mah 荊 hera，最高

の利得者シボリ尊者 Bengali: L 恵 h ｴｧ re ｷ�ha S ｴ val ｴ Sthabir）にあやかった仏教的プージャーである。様々な

物質的利益を望んで，シボリ尊者の絵像（左手の上に乗せた鉢に右手を入れて趺坐している座像）の前に供物が捧げ

られる。遅くとも 1936 年以前から行われており，1940 年代以後バルア仏教徒から徐々に流行し始めたようである。 

 

 バングラデシュの仏教徒は，19 世紀中期になって上座仏教に改宗した後も，ヒンドゥー文化の影響を残している。

シボリ・プジャは，元々はロッキー・プジャ（Lak ｷ m ｴ p 鑠戟 j の代替として始められたようだが，今日では，全て

のヒンドゥ的プージャーを，仏教徒コミュニティからこれを一掃する目的で行われている。質問紙調査の結果では，

在家者の 91％，比丘も 100％がシボリ・プジャを行っていることがわかった。 

 

 ヒンドゥ的プージャーのみならず，バルア・コミュニティではあらゆるヒンドゥ的要素・非上座仏教的要素が排除

されようとしている。そこには，タビス（お守り），占い（占い師の多くがヒンドゥ教徒・イスラム教徒），悪霊払い・

呪術的治療（バルア比丘も依頼されることがあるが，呪医が頼まれることが多い）などが含まれる。 

 

 イギリス統治時代初期（18 世紀後期）には，彼らは仏教徒でありながらも，その宗教的伝統も教義も失っていた。

その後 19 世紀中期に上座仏教に改宗したが，長年ヒンドゥー文化に浸っていたために，イギリス統治時代末期（20 世

紀前期）にはヒンドゥーとは異なる独自性を強調しなければならなかった。つまり，ヒンドゥー教徒とは近い関係に

ありながらも，決して同一化することなく，仏教徒であり続けようとしてきたのである。 

 

 

７．バルアのアイデンティティ 

 

 バルアの改革運動は，仏教徒としてのアイデンティティを高めるのに大きく役立ったと思われる。改革が始まる前

のバルアの宗教は，仏教タントリズム・ヒンドゥ教などの影響を強く受けていた。イギリス統治時代に入ってから，

人々の移動と情報伝達が活発化し，自分たちが守ってきた「仏教」が周辺国の上座仏教とは異なっていることを知ら

された。さらに，イギリスインド内におけるヒンドゥ・イスラムの宗教改革と，南・東南アジアの上座仏教の改革運動

の影響も無視できない。社会的にも，自分たちにとっては不当な評価を受けていたようである。この状態から脱却す

ることが，バルアの改革の原動力になっていたと思われる。その後も緩やかに改革は進み続けた。 

 

 バルアの改革運動の動機には，彼らのアイデンティティを高めることも含まれていた。バルアがベンガル人である

ことは，現在のバルア自身にとっては自明のことである。しかし現在でも，周囲のイスラム教徒・ヒンドゥ教徒から

は，必ずしも「ベンガル人」だと見做されているわけではない。一方でメディアの中では，少数民族と区別されずに単

に「仏教徒」と表されることもあるが，「平地の仏教徒」＝バルアと，「丘陵地帯の仏教徒」＝チャクマ・マルマとが区

別されることもある。少なくとも，チッタゴン地方に（それも平地に）仏教徒が存在するということは認知されてい

る。 

 

 彼らの運動においては，ヒンドゥ的・非上座仏教的要素の排除，比丘の呪力の優位性を確認することで，民族性より

も宗教性を重視していたことが理解できる。彼らは，”ベンガル人・バルア”という民族的アイデンティティよりも，”

仏教徒・バルア”という宗教的アイデンティティの確立を優先して，改革運動を続けてきたのである。 

 

 

８．今後の研究に向けて 

 

 詳細なモノグラフの作製という点では，本研究で，ある程度の成果を挙げることができた。日常の儀礼においては，

かなり詳しく調べることができた。他の上座仏教圏での調査結果と比べても，遜色ないものと思われる。社会福祉活

動についても，貴重なデータ，情報，事例を得ることができた。しかし，重要な意義を持つシボリ・プジャを自分の目

で見る機会が得られずに，ビデオテープとインタビューに頼らざるを得なかったのは，非常に残念である 。いくつか

の年中行事・通過儀礼には参加できなかったことを含めて，片手落ちとの批判を甘んじて受け入れる。 

 

 バングラデシュ仏教の研究において，本研究の最大の貢献は，各民族の宗派についてのいくつかの新しい情報を提

供できたことである。過去の研究者が調査できなかった地域に，足を踏み入れる機会を得たことは，私にとっては幸

運であった。 

 

 バルアの民族性については，まだ決定的な結論を出すことができない。私の意見は，バルア＝ベンガル人であるが，

これを否定する意見に対して申し分のない証拠を提示することは，今のところはできそうもない。 

 

 バルアを知るためには，他の宗教との比較を意識した，長期間の文化人類学的調査が必要である。私の調査は，バル

アの宗教に関する問題に傾斜しているので，この点においては，成果を挙げることはできなかった。そして，「バング

ラデシュの仏教」の全貌を理解するためには，少数民族についての調査も必要である。 


